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１１
月
以
降
の
日
程
に
つ
い
て
の
共
有

町
内
会
に
未
加
入
住
民

（
一
般

・
賛
助
会

員
）
へ
の
加
入
案
内
に
つ
い
て

三
、
年
末

一
斉
清
掃
の
対
応
に
つ
い
て

四
、
２
０
２
０
年
度

「
功
労
表
彰
者
推
薦
」
に

つ
い
て

五
、
町
会
毎
の

「年
末
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
」

の
実
施
に
つ
い
て

六
、
報
告

・
連
絡
並
び
に
、
ご
意
見

。
ご
要
望

タ
イ
ム

一
、

１１
月
以
降
の
日
程
に
つ
い
て
の
共
有

（
３
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

二
、
町
内
会
に
未
加
入
住
民
２

般
・賛
助
会

員
）
へ
の
加
入
案
内
に
つ
い
て

（総
務
部
）

例
年
は
、
■
月
に
加
入
促
進
強
化
月
間
を
設

け
、
町
内
会
に
未
加
入
の
住
民

。
企
業
に
積
極

的
に
加
入
を
募

っ
て
お
り
ま
す
が
、
本
年
は
コ

ロ
ナ
禍
に
あ
る
為
、
新
し
く
転
居
さ
れ
、
町
内

会

へ
の
加
入
に
つ
い
て
案
内
し
て
い
な
い
住
民

・

企
業
を
中
心
に
、
町
内
会

へ
の
入
会

案
内
を

実
施
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

尚
、
未
加
入
の
全
世
帯

へ
の
案
内
も
可
と
し

ま
す
。
生
活
に
直
結
す
る
防
犯
街
灯

・
生
活
道

路
や
雨
水
排
水
路

。
ご
み
問
題
等
は
、
町
内
会

が
窓
口
と
な
り
行
政
と
の
対
応
を
し
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
住
民
の
連
帯
と
協
調
や
親
睦
を
図

る
た
め
の
行
事
を
行
な
う
な
ど

「明
る
い
住
み

よ
い
街
づ
く
り
」
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
、
新
し
く
住
民
に
な

っ

た
方
々
に
理
解
し
て
頂
き
、
特
に
戸
建
住
宅
で

未
加
入
の
世
帯
並
び
に
企
業

へ
の
案
内
を
以
下

の
と
お
り
行
い
ま
す
。

１
、
案
内
期
間
　
１１
月
の
１
カ
月
間

２
、
実
施
者

町
内
会
役
員

・
町
会
長
、
及
び

町
内
会
員
の
協
力
者

３
、
実
施
方
法

「よ
う
こ
そ
中
央
区
浜
野
町

へ
」

や

「み
ん
な
で
つ
く
る
浜
野
町
内
会
」
等
の

入
会
案
内
や
市
の
パ
ン
フ
レ
ツ
ト
を
活
用
し

入
会
を
募
る
。

★
防
犯
街
灯
支
払
管
理

。
道
路
歩
道
整
備

・
ミ

ラ
ー
申
請
な
ど
や
、
文
化
遺
産

。
地
域
各
団

体

へ
の
支
援
の
他
、
育
成
委
員
会

。
各
種
社

会
福
祉
活
動

へ
の
支
援
負
担
な
ど
、
地
域
社

会

へ
の
貢
献
活
動
を
町
内
会
が
担
っ
て
い
る

こ
と
も
説
明
し
て
く
だ
さ
い
。

※
案
内
に
あ
た
つ
て
は
、　
マ
ス
ク
着
用
の
上
対

応
く
だ
さ
い
。

三
、
年
末

一
斉
清
掃
の
対
応
に
つ
い
て

（中

止
！
）

（生
活
環
境
部
）

集
合
し
て
の
一
斉
清
掃
は
中
止
と
致
し
ま
す

が
、
「き
れ
い
な
街
」
の
状
態
を
継
続
す
る
た
め
、

・２
月
上
旬
に
各
自
で

「自
宅
周
辺
を
日
常
清
掃
」

で
実
施
頂
き
た
く
、
お
願
い
致
し
ま
す
。
尚
、

各
町
会
で
緊
急
性
の
高
い

「草
刈
り
や
排
水
溝

清
掃
」
な
ど
が
あ
る
場
合
に
は
、
行
政
各
所

（土
木
事
務
所

・
環
境
事
業
所

。
公
園
緑
地
事

務
所

。
下
水
道
維
持
課
）
に
対
し
て
、
要
望
書

に
よ
り
作
業
を
依
頼
す
る
事
と
致
し
ま
す
。

★
但
し
、
限
ら
れ
た
市
の
予
算
や
コ
ロ
ナ
禍
の

影
響
も
あ
り
、
す
べ
て
の
要
望
が
受
理
さ
れ

る
こ
と
で
は
な
い
事
を
ご
承
知
お
き
下
さ
い
。

（町
会
長
↓
区
長
↓
副
町
内
会
長

↓
町
内
会

長
↓
行
政
）

四
、
２
０
２
０
年
度

「功
労
表
彰
者
推
薦
」

に
つ
い
て

（総
務
部
）

２
０
２
０
年
度
に
、
町
内
会
会
員
で
顕
著
な

功
績
や
貢
献
ま
た
は
会
員
の
模
範
と
な
る
方
を
、

二 一 議｀ ｀
題

輻薇
‐
ツ
′

町
会
長
会
議
を
開
催

１０
月
１７
日
（土
）

浜
野
会
館
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「浜
野
町
内
会
表
彰
内
規
」
に
基
づ
き
町

内
会
と
し
て
表
彰
を
行
い
た
い
と
思
い
ま

す
。
町
会
長
は
、
表
彰
者
候
補
に
つ
い
て
、

推
薦
内
申
書
を
各
区
長
宛
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
後
日
、
役
員
会
議
に
お
い
て
、

表
彰
内
規
に
基
づ
き
審
議

。
決
定
し
た
上

で
、
連
絡
致
し
ま
す
。

１
、
提
出
期
限
　
２
０
２
１
年
１
月
１６
日

（土
）
ま
で
に
、
各
区
長
宛
必
着

２
、
推
薦
内
申
書
　
推
薦
内
申
書
に
は
、

町
会
長
名
を
明
記
の
上
、
推
薦
す
る
方

の

「氏
名

・
住
所

。
推
薦
理
由
」
を
記

入
し
て
く
だ
さ
い
。

３
、
表
彰
　
２
０
２
１
年
４
月
に
行
な
わ

れ
る

「２
０
２
１
年
度
定
期
総
会
」
に

お
い
て
記
念
品
と
共
に
表
彰
状
を
寄
贈

す
る
予
定
で
す
。

ｉ
、■
３
の
「年―末
防
■
●
」‐

ル
活
動
」
の
実
施
に
つ
い
て

・．　
　
●
■
一　
一
一
ス
生
循
‐‐‐‐環境
部
γ

毎
年
実
施
し
て
い
る
町
会
毎
の

「年
末

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
」
を
今
年
も
実
施

い
た
し
ま
す
。
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
員

の
皆
様
、
参
加
の
ほ
ど
を
、
宜
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。
尚
、
町
会
長
の
皆
様
に
は
、

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
員
と
の
日
程
調
整

や
実
施
方
法
の
決
定
と
共
に
、
区
長

へ
の

「実
施
予
定
並
び
に
実
施
後
報
告
」
を
お

願
い
致
し
ま
す
。

１
、
実
施
時
期
　
１２
月
２６
日
（土
）
～
２９
日

（火
）
の
期
間
で
、
１
日
以
上
実
施

２
、
実
施
時
間
帯
　
１７
時
～
２０
時
の
間
で
、

３０
分
程
度

３
、
実
施
者

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
員

４
、
実
施
内
容

０

場
所

。
日
時

。
実
施
方
法
は
、
町
会

毎
に
決
定
す
る

②

腕
章
や
キ
ャ
ッ
プ
を
着
用
の
上
、
実

施
し
て
く
だ
さ
い
。
コ
ロ
ナ
禍
で
あ

り
、　
マ
ス
ク

・
手
袋
を
着
用
し
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。
実
施
前
と
実
施
後

に
は
手
洗
い
。
消
毒
を
お
願
い
し
ま

す
。

５
、
町
会
長
へ
の
依
頼

ω

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
員
と
の
日
程

調
整
や
実
施
方
法
な
ど
の
準
備

。
段

取
り
を
お
願
い
致
し
ま
す

②

区
長

へ
の
参
加
者
報
告
‥
予
定
は
１２

月
２４
日
迄
、
報
告
は
１２
月
３．
日
迄
）

報
告
書
は
１２
月
中
旬
に
各
町
会
長
に

配
布
予
定
で
す
。

六
お

要、報
鶏

夕 ・
雀
端
並
び

一
一
ｔ
意
見
一

１
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
避
難
の
仕
方
及
び
避

難
所
で
の
変
更
点

千
葉
市
防
災
対
策
課
‥
抜
粋

０

趣
旨

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
各
避
難
所
で

は
３
密
回
避
の
対
策
を
行
う
。

②

運
営
方
針

①
体
育
館
…

《
避
難
者
》
３０
～
３５
家
族
、

１
２
０
名
前
後

（従
来
は
２
８
０
名

前
後
）

Ａ

・
受
付
ス
ペ
ー
ス
は
２
段
階

（検
温

の
結
果
、　
。
一
般
用

・
微
熱
者
用

・

濃
厚
接
触
者
用
）

Ｂ

・
族
間
ス
ペ
ー
ス
を
ｌ
ｍ
以
上
空
け

る

②
教
室
…

《
避
難
者
》
５０
家
族
１
５
０

名
前
後

Ａ

。
一
般
用
避
難
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
５

～
６
教
室
設
け
る

Ｂ

・
微
熱
者
用
と
濃
厚
接
触
者
用
の
専

用
教
室
を
設
け
る

０

分
散
避
難

指
定
避
難
場
所
へ
の
避
難
ば
か
り
で

な
く
、
避
難
の
仕
方
と
し
て

①
自
宅
で
の
在
宅
避
難

②
親
類

・
友
人
宅
避
難

③
安
全
な
場
所
で
車
中
泊
避
難

④
指
定
避
難
所
へ
の
避
難
」
を
優
先
度

と
し
、
分
散
避
難
を
行
う
。

☆
避
難
者
は
、　
マ
ス
ク

・
消
毒
液

・
体
温

計
を
可
能
な
限
り
持
参
す
る
。

２
、
市
の
補
助
金
に
よ
る

「浜
野
会
館
で

の
什
器

。
備
品
の
補
完
に
つ
い
て

（
コ

ロ
ナ
禍
対
応
ご

０

プ
ラ
ズ
マ
ク
ラ
ス
タ
ー
空
気
清
浄
器

の
設
置
　
６
台

（大
３
台
、
中
２
台
、

小
１
ム３

購
入

②

卓
上
用
ア
ク
リ
ル
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
…

１０
個

③

フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ル
ド
…
３０
個

④

非
接
触
型
体
温
計
…
１
個
追
加

（計

２
ヶ
）

★
消
毒
液
は
常
時
設
置

《市
の
補
助
金
限
度
額
、
３
５
８
、０
０
０
円
》

３
、
浜
野
会
館
の
修
繕
に
つ
い
て

ω

修
繕
箇
所

浜
野
会
館
の

「縦
の
雨
ど
い
６
本
」

の
取
替
え

②

費
用

総
額
約
３０
万
円

（工
事
並
び
に
支
出

は
令
和
３
年
度
の
予
定
）
市
の
補
助

金
額

（半
額
負
担
？
）
が
決
定
後
、

総
会
で
正
式
に
提
案
予
定
。

③

理
由

雨
ど
い
の
亀
裂
で
、
水
漏
れ
に
よ
り

周
辺
が
水
溜
り
と
な
る
為

★
右
記
と
は
別
に
、
会
館
前
の
ガ
ラ
ス
掲

示
板
の
雨
漏
り
修
繕
を
９
月
２
日
に
実

施
し
ま
し
た
。

４
、
節
分
祭
に
関
す
る
事
前
情
報
共
有
に

つ
い
て

節
分
祭
は
毎
年
２
月
３
日
に

開
催
さ
れ
、
町
内
会
で
は
小
学
校
６
年

生
に
よ
る
豆
ま
き

体
験
を
実
施
し
て

お
り
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
開
催

が
ど
う
な
る
か
は
現
時
点
で
未
確
定
で

す
が
、

・２
月
下
旬
頃

の
諏
訪
神
社
奉

賛
会
の
開
催
可
否
の
決
定
に
準
じ
、
町

会
長
会
議
の
決
議
を
経
ず
に

回
覧
報

等
の
対
応
を
致
し
ま
す
の
で
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

５
、
次
回
、
第
４
回
町
会
長
会
議
の
予
定

①
日
時
　
２
０
２
１
年
１
月
１６
日
（土
）

・９
時
～

②
場
所
　
浜
野
会
館
大
ホ
ー
ル

６
、
ご
意
見

。
ご
要
望

特
に
な
し
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令和 2年 11月 号 のまは

:.11月 以 降 の 日 程 に つ い て の 共 有  <総 務 部 >

★ 国 勢 調 査 資 米斗― 式 を 可0月 2■ 日 (水 )～ 10月 25日 (日 )に 、事旨導 員 :こ 届 け る
=★ 10月 18日 (日 )生小 避 難 所 運 営 委 員 会 、31日 (土 )西小 避 難 所 運 営 委 員 会 の 開 催 《委 員 の み 》

★ 1月 16日 の 町 会 長 会 議 に つ い て は 、12月 中 旬 に 改 め て 開 催 案 内 文 書 を 配 布 致 しま す 。

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

油
断
せ
ず
、

マ
ス
ク

の
着

用
と
手

洗
い

。
消
毒
を
！

１０
月
２０
日
現
在
で
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
者
は
全
国
で
９
万
４
８
５
１
人
、

死
者
１
６
９
３
人
と
な
り
、
千
葉
県
内
で

は
、
９
月
か
ら
９
５
１
人
増
え
４
５
９
４

人
、
死
者
は
７６
人
に
、
千
葉
市
で
は
、
１

９
９
人
増
え
６
８
２
人
と
な
り
ま
し
た
。

９
月
の
４
連
体
等
の
関
係
の
よ
う
で
す
。

８
月

。
９
月

・
１０
月
と
減
少
の
傾
向
は
見

ら
れ
ず
、
今
後
も
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
対
策

を
油
断
せ
ず
実
行
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
な
い
、

感
染
さ
せ
な
い
行
動
を
御
願
い
し
ま
す
。

「
３
密
対
策
」
に
加
え
、　
マ
ス
ク
の
着
用

は
き
ち
ん
と
密
着
し
て
着
用
し
て
下
さ
い
。

生
浜
中
学
校

区
に
て
不
審
者
情
報
か
ら
が
多
発

子
供
た
ち
の
安
全
を
守
り
ま
し
よ
う
。

今
年
の
３
月
か
ら
１０
月
ま
で
に
、

１８
件

の
不
審
者
情
報
が
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ
も

小

。
中
学
生
に
対
す
る
事
象
で
す
。

３
月
●
館
山
道
の
側
道
で
白
い
車
か
ら
、

２０
歳
代
の
男
性
に

「乗
ら
な
い
」
と
声

を
か
け
ら
れ
る
。

６
月
●
浜
野
町
内
で
銀
色
自
転
車
に
乗

っ

た
、
上
下
黒
の
服
装
を
し
た
、
中
年
男

性
に
体
を
触
ら
れ
る
。
●
南
生
実
町
で

５０
～
６０
歳
、
小
太
り
の
男
性
か
ら
後
を

追
い
か
け
ら
れ
た
。

８
月
●
生
実
町
、
「と
し
ま
や
弁
当
」
付
近
、

２０
～
３０
代
男
性
で
、
銀
色
自
転
車
の
男

性
に
し
つ
こ
く
声
を
か
け
ら
れ
た
。

９
月
●

「ど
う
み
き
橋
」
付
近
、

３０
代
男
性
、
銀
色
自
転
車
で
眼

鏡
の
男
性
が
、
露
出
に
よ
る
被

害
。
●
銀
色
自
転
車
、

「塩
田

セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
」
付
近
、
自

転
車
の
男
性
に
体
を
触
ら
れ
る
。

１０
月
●
「ベ
ル
ク
」
付
近
で
、

５０
代

男
性
か
ら
声
を
か
け
ら
れ
、
「殴

る
ぞ
」
と
追
い
か
け
ら
れ
る
。

●
落
井
町
付
近
、
小
学
生
が
声

か
け
ら
れ
、
お
で
こ
を
た
た
か

れ
た
。
●
南
生
実
、
消
防
署
生

浜
派
出
裏
、
１
８
０

ｍ
く
ら
い

の
細
身
の
男
性
か
ら
、
う
し
ろ

か
ら
手
首
を

つ
か
ま
れ
た
。
等

不
審
者
を
見
つ
け
た
ら
ま
ず

１
１
０
番
通
報
。
最
寄
り
の

学
校
に
も
連
絡
！

日 酢 所 喜

C × 11月  3日 (火 )9時 ‐
■ 各 町 会 生 漢 地 区 体 育 祭

2 変 11月 初 旬 ～ 11月 下 旬 各 町 会 強 化 月 間 → 町 内 会 未 加 入 の 新 住 民 や 企 業 へ 案 内

3 11月  8日 (日 )9時 ～ 生 ′Jヽ ‐生 中 (委員 の み 9都 県 市 避 難 訓 練 (避難 所 運 営 委 員 会 を 開 催 )

④ X 111月 21日 |(L)10蒔
～ ,メ毛塁予多当貧自 第 7回 役 員 会

C X 11月 23日 |(土 )19時 ～ 刃毛里予多当食官 第 4回 町 会 長 会 議

C 変 12月  6日 (日 )8時 ～ 各 町 内 指 定 場 所 町 内 会 ― 斉 清 掃 → 個 別 に 自 宅 周 辺 の 清 掃

2 X 12月 14日 (月 )19時 ～ 灌モ里予馬尺2ヨ El 合 同 防 犯 パ トロ ー ル &講 話 会 資 料 配 布

C X 12月 19日 (上 )10時 ～ ,J毛里予髪当貸自 ク リス マ ス 会

O 変 12月 19日 (土 )9時 ～ ,メモ璽予づ釜貸自 浜 野 会 館 大 掃 除 (町 内 会 役 員 ‐青 年 部 )⇒ 時 間 変 更

Φ 12月 20日 (日 )9時 ～ カミ里予づ≧食自 浜 野 会 館 大 掃 除 (婦 人 部 )

C 12月 26E～ 29日 各 町 会 町 会 毎 の 年 末 バ トロ ー ル

C 1月  9日 (L)19時 ～ 力桑里予づミ食自 第 フ回 役 員 会

3 X 1月 10日 (日 )11時 ～ 灌毛里予多当貧自 浜 野 町 賀 詞 交 歓 会

C X 1月 11日 (月 )17時 ～ オ ー ク ラ 千 葉 生 浜 地 EXI賀 詞 交 歓 会

C X 1月 16日 (土 )13時 ～

'メ

モ里予≦当貸自 文 化 講 演 会

Φ 1月 16日 (土 )19時 ～ 灌ミ里予づ≒食官 第 4回 町 会 長 会 議

Φ ? 2月  3日 (フК)■ 5匪午～ 諏 訪 神 社 境 内 節 分 祭 豆 ま き (小学 校 6年 生 )

Φ 2月 13日 (土 )19時 ～ カミ里予づ姿食官 第 8回 役 員 会

⑩ 2月 20日 (L)19時 ～ 浜 野 会 館 第 5回 町 会 長 会 議

20 ，
・

2月 21日 (日 )9時 ～ 房
=興

予

`当

食富 囲 碁・将 槙・麻 雀 大 会

④ 2月 下 旬 ～ 3月 下 旬 各 町 会 の 総 会 開 催

2 つ
ｏ

3月  フ 日 (日 )9時 ～ 各 避 難 所 生 浜 地 区 合 同 防 災 避 難 訓 練 秋 糠 繊 醸 漑 繭 難 革羊
=:

④ 3月 20日 (L)19時 ～ カミ里予

`当

食自 第 9回 役 員 会

24 3月 27日 (±■)19碑 争～ 浜 野 会 館 第 10回 役 員 会

新型ウイルス感染者
4月 20日 5月 20日 6月 20日 7月 20日 8月 20日 9月 20日 10月 20日

感染者 死者 感染者 死者 惑染者 死者 死者 ま染者 死者 惑染者 死者 惑染者 死者

全 匡 16451 1793` 2591: 3008〔 9413'

東 芳 507[ 957( 2918[

千葉芽 1 4 晨

千葉寸 / / / / / 4831 /

死者 惑染者1死者 惑染者1死者 譲染者1死者 ま染者1死者 ま染者1死者感染者1死者

4月 20日 5月 20日 6月 20日 7月 20日 8月 20日 9月 20日 10月 20日

千葉県   蜃 千葉市

-3-



のまは 令和 2年11月 号

濱野町民のコロナ退散、健康を祈願
諏訪神社秋季祭ネL 神事を挙行 10月 11日 (日 )

浜
野
町
民
の
コ
ロ
ナ
退
散
、
健
康
を
祈
願

諏
訪
神
社
秋
季
祭
礼
　
神
事
を
挙
行

１０
月
１１
日

（
日
）
　

・

本
年
の
秋
季
祭
礼
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
予
防
の
観
点
か
ら
、
神
輿
渡
御
、
奉
納
演
芸

は
行
わ
ず
大
塚
神
官
に
よ
る

「祭
礼
神
事
」
、
皆

さ
ま
の
祭
礼
御
供
物
配
布
を
中
心
に
執
り
行
い
ま

し
た
。

神
事
は
浜
野
町
内
会
、
東
自
治
会
会
長
を
始
め

各
団
体
長
、
奉
賛

会
役
員
が
出
席
し
、

大
塚
神
官
が
祝
詞

で
会
員
皆
様
の
コ

ロ
ナ
予
防
、
健
康

祈
願
を
厳
か
に
奏

上
し
、
皆
さ
ま
の

お
幸
せ
を
祈
願
し

ま
し
た
。

御
供
物
に
神
主
お
被
い

恒
例
の
祭
礼
御
供
物
に
は
大
塚
神
主
に
御
供
物

の
一
層
の
清
浄
、
コ
ロ
ナ
予
防
の
お
祓
い

（修
祓
）

を
行
っ
て
頂
き
皆
様
に
お
届
け
し
ま
し
た
。

焚
斗
紙
の
「ア
マ
ビ
エ
」
は
、
江
戸
時
代
、
熊
本

の
海
に
現
れ

「病
気
が
は
や
っ
た
時
は
、
私
を
写

し
、
人
々
に
見
せ
よ
」
と
言
い
残
し
て
海
中
に
消

え
た
と
さ
れ
、　
コ

ロ
ナ
禍
で
注
目
を

集
め
る
疫
病
封
じ

の
妖
怪
と
言
わ
れ
、
姿
を
描
き
出
す
と
疫
病
が
退

散
す
る
ア
マ
ビ

エ
を
表
し
た
も
の
で
す
。

参
拝
者
に
神
主
の
お
祓
い
を
挙
行
、
午
前
１２
時

に
神
社
参
道
に
て
、
参
拝
者
に
大
塚
神
主
に
よ
る

お
祓
い
を
執
り
行
い
ま
し
た
。
神
事
同
様
、
祝
詞

奏
上
、
代
表
者
に
よ
る
玉
串
奉
箕
を
行
い
、
参
拝

者
皆
様
の
お
幸
わ
せ
を
祈
願
し
ま
し
た
。

こ
の
時
鳩
が
御
堂
の
空
を
舞
い
、
社
殿
屋
根
か

ら
神
事
を
見
守

っ
て
い
ま
し
た
。

奉
賛
会
設
立
１５
周
年
記
念
報
告
を
実
施

祭
礼
直
会

（な
お
ら
い
）
時
に
、
奉
賛
会
設
立

・５
周
年
記
念
経
過
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

奉
賛
会
は
、
平
成
１７
年
５
月
に
設
立
さ
れ
本
年

で
・５
周
年
を
迎
え
、
こ
の
間
新
し
い
行
事
と
し
て

七
五
三
、
節
分
祭
、
成
人
式
、
稲
荷
社
再
建
に
よ

る
二
の
午
祭
行
事
を
執
り
行
い
、
ま
た
神
社
参
拝

者
の
増
加
、
財
務
内
容
の
安
定
化
を
通
じ
、
神
社

護
持
、
稲
荷
社
再
建
等
が
計
ら

れ
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
も
偏
に
町
民
各
位
、
奉

賛
会
会
員
皆
様
、
町
内
会
等
関

係
団
体
等
の
ご
協
力
、
ご
支
援

の
賜
物
で
あ
り
、
ま
た
神
社
役
員
世
話
人

の
奉
仕
尽
力
に
対
し
て
感
謝
い
た
し
ま
す
。

ま
た
　
諏
訪
神
社
は
、
令
和
３
年
に
創

建
５
０
０
年
を
迎
え
ま
す
。
郷
土
の
先
輩

に
感
謝
と
敬
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
浜

野
町
伝
統
文
化
の
継
承
発
展
に
関
係
団
体

と
と
も
に
更
な
る
努
力
を
傾
注
し
て
参
る

所
存
で
あ
り
ま
す
。
今
後
と
も
引
き
続
き

宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
（奉
賛
会
）

火
災
の
派
生
し
や
す
い
季
節
を
迎
え
、

火
災
予
防
運
動
が
展
開
、
■
月
９
日
（月
）

～
１１
月
１５
日
（日
）
全
国
で
実
施
。

千
葉
市
の
火
災
原
因
の
１
位
は

「放
火
」

放
火
か
ら
防
ぐ
た
め
に
は
、
家
の
周
り
を

整
理
整
頓
す
る
な
ど
、
「放
火
さ
れ
に
く

い
」
環
境
を
作
る
事
が
大
切
で
す
。

日  時
諏訪神社

■   「七五三」は
1地元の神社 F浜野諏訪神社」で祈祷下さい。|

七五三は一般に男児は3歳と5歳、女児は3歳
と7歳で、神社に参詣し子供の成長を感謝し、幸
せを祈る行事です。

今年はコロナ禍ではありますが、安全に十分配
慮し、皆様をお迎えします。

11月 15日 (日 )午 前10時～午後 3時
拝殿
お祓い、ご祈祷
金 3、 000円
千歳飴、神社お守り、七五三お守、七
五三紙風船

申込みは11月 10日 (火)までにお子様の氏名、性別、

年齢等下記役員までお申し込み下さい。

(希望の時間で、お早めにお申込みください。)
石 橋 幹 男 (会長) 268-5270
平 野 昭 彦 (冨」会長)261-3080
溝 □ 雄 夫 (広報) 263-7906
塙   臣 ― (総務) 263-1665
由 良 則 和 (会計) 261-6987

お近くの神社世話人まで。

事
料

品

穂

与

神

初
授

浜野町内会ホームページ
httpll….chOkaiinfo/hamanocvo′を入力
yahooま たは、goOgleよ り「浜野町内会」と入力検索
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